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要　約

　 10年余 りか け、読売新 聞の 記事 デ ータ ベ ース か ら、明 治 ・大正 ・昭 和 ・平成時代 （1874〜

2009 年）の 136年間の
「研究者の事件 デー

タ ベ ース 」 を作 り、最近完成 させ た（白楽 ロ ッ ク ビ ル

『研究者 の 事件 と倫理 』、 講談社 サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク、2011 年9月出版予定）。 136年間の 「研

究者 の 事件 」 （含 ・技術者）は 、 文系 も含 め た 全分 野で 1
，
40Z 件 あ っ た

。 直近 23 年間 （1987 〜

2009 年〉の 件数 の 多い 順 の
「
事件種 」ラ ン キ ン グで は、セ ク ハ ラ が 1位、研究費が 2位、改ざん が

3位だ っ た 。 「研究者 の 事件 」 をお こ す研究者 は 、 「55 ＋歳 の 大学 医学部 の 男性教授 」 が 多か っ

た 。

「盗用 」、
「
ね つ 造 ・改 ざん 」 を詳細 に分析 した 。

Abstract

　The 　article 　 describes　all　about 　scandals 　of　researcher ，　 engineer 　and 　professor　of 　Japan

from 　Meiji　Era　to　Heisei　Era　for　l　36　years　which 　were 　extracted 　from 　Yomiuri 　newspaper

into　our 　database ．　Plagiarism　and 　fabrication／falsification　were 　analyzed 　in　details．
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1．は じめ に

終 戦直後、吉 田茂 は 、農水省 の 統計 をも とに 、

日本は 食料不足 で 1千万 人 の 餓死者が 出 る とマ

ッ カ ーサ ー元 帥に 食料援助 を要請 した。実際

の 食糧 は 6 分 の 1 しか 援 助 され な か っ た が 、

餓 死者は で なか っ た 。数 か 月後 、「話が違 う ！

日本 の 統計 は メ チ ャ クチ ャ だ ！」 と激 怒す る

マ ッ カ ーサ ーに 、吉 田茂 は 「我が 国の 統 計 は

メ チ ャ クチ ャ だ 。
シ ッ カ リ して い た ら 日本は

戦争 に 勝 っ て い た 」 と答 えた 。　 マ ッ カ ーサー

元帥は爆笑 して
一・
件落着　 …吉田茂 、 名言集

　筆者は 、
1988 年か ら研 究者 の 事件を研 究 し 、

論文 （白楽 2006 、白楽 ・他 2008 ）を書 き講演

して きた 。 す る と、しば しば 「研究者の 事件は 増

え て い ますか ？」 との 質問 を受 け る。実は、凵本

の 「研究者の 事件 」 は増 えて い るの か 、減 っ て い

る の か 、誰 も知 らな い 。 と い うの は 、日本 で は

「研究者の 事件 」 の 統計データが な い （なか っ た ）。

　データが な くて 、 「研 究者 の 事件 」 を ど う改善

する の だ ろ う？　 改善 され た か ど うか を ど う評 価

す る の だ ろ う？

　筆者 は 、明治 ・大正 ・昭和 ・平成時代 の 136年

間の 「研究者 の 事件 デ
ー

タ ベ ース 」 を 10年余 り

か けて 作 り、分析 も含 めて最近 完成 させ
、 著書 と

して 上 梓 した （白楽 201D 。そ の 分 析を 通 して

見えて きた新 しい 視点の 概略 を こ こ に 記す 。い ち

い ち断 らな い が 、本 チ ュ
ー トリ ア ル の 全 部の 図表

とか な りの 文章は拙著か ら引用 した。引用文 中の

下線 は全部筆者が 引 い た 。

　 1980 年以前 の 厂研 究者 の 事件 」 は 、異常 な事

件 を起 こ す の は 異常な研究 者 、
っ ま り、 研究者個

人 の 問題 と して 扱 われ て い た。そ れが 、 1980 年

頃 に事件が 多発 し、研究 シ ス テ ム の 問題だ と認識

さ れ各界が 取組み 始 め た 。

  研 究ジ ャ
ーナル編 集者は、自分の ジ ャ

ーナ ル に

　ね っ 造 ・改 ざん ・盗用論文を掲載 して は ジ ャ
ー

　ナ ル の 信頼性が損 なわ れ る の で 何 とかす べ き と

　考 えた 。

  学会 ・大 学 は、所 属す る研究者の 不正 に対処 す

　 べ き と考えた。

  政府は 、 不正な研究に研究費を配分する と政府が

　問題視 され、また、研究不正は国の科学技術力の

　低下に つ なが る と考え、対処す べ きと考えた。

表 1．米国の 「研究不正 」 対処の 略史

・1975年 ： サ マ
ーリン の 「塗 られた マ ウス 」 事件

・1980 年頃 ：事件多発

　 イ）ア ル サ ブテ ィ の 論文 「盗用 」 事件

　 ロ ） コ ーネ ル 大学 ・デー
タ

「
ね つ 造 」 （ス ペ

　　　 クタ
ー

事件）

　 ハ ）ハ
ーバ ー ド大学 ・データ 「ねつ 造 」 （ダ

　　　 ーシ
ー
事件）

・1981年頃 ：各界で取組み始 め る

　 イ）研究ジ ャ
ーナル 編集者

　 ロ ）学会 ・大 学

　 ハ ）政府

・1989 年 ： 政府 ・健康福祉省 に 「科学公 正 局 」

　 発足 → 　現在の 「研 究公 正局 」 （Office　 of

　 Research 　Integrity： ORI）

1． 1　 「研究者の 事件 」 へ の 米国 の 取 り組み

　米国で
「研究不正（research 　miscQnduct ）」 とい

えば 、 「ね つ 造（fabrication）」 ＋ 「改 ざん （falsi

fication）」＋ 「盗用 （plagiarism）」の 3つ で、略 して

FFP と呼ばれ る。米 国社会の 研 究不正 へ の 対処 を

表 1に 年代順 に記 す 。

　タ
ー

ニ ン グポ イ ン トは 1980 年代初頭で あ る 。

　 しか し、実 際に 科学者の データ 「
ね つ 造 ・改 ざ

ん 」事件が米国で 広 く知 られ るよ うに な っ た の は、

『サ イ エ ン ス 』 の 記者 ウ ィ リ ア ム ・ブ ロ
ー ド

（William 　Broad ）と 『ニ ュ
ー ヨ ーク ・タ イ ム ズ』

の 記者 ニ コ ラ ス ・ウ ェ イ ド（Nicholas　Wade ）が 名

著 『Betrayers　 of　the　Truth』 を 1983 年 1月 に 出

版 した か ら で あ る （ブ ロ ー ド ・ウ ェ イ ド 1988）。
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その 後、 コ ー
ン （1990 ） も事件 の 詳細 を出版 して

い る （原著は 1986年出版）。

　重要 なガ バ ナ ン ス は 、 1989 年 、政府 ・健康福

祉 省 に
「
科学公 正 局 」 発足 させ た こ とだ 。 こ の

「科学公 IE局 」 は 、 現在の
「研究公正局 」 （Office

of　Research 　 Integrity： ORD で 、現在 、毎年

200 件 の 告発 を受付、そ の 15％ を詳細 に 調査 して

い る 。 他 に 、「研 究不正 」防止 の 研修、教育、ニ ュ

ース レ タ ーの 無 料配布 を行 な い 、さ らに、 「研究

不正 」に 関す る研究、全米 の 研究 者に 「研 究不正 」

研究の 研究費を支援 して い る。

1 ． 2　 「研 究者の事件 」 へ の 日本の 取 り組み

　日 本 は 政 府 と し て ま と も に 対 応 し た の は 、

2006 年 の 文部 科学 省 の ガ イ ドラ イ ン （文部 科学

省 ・研 究活 動 の 不 正行 為 に 関 す る特 別 委 員 会

2006）が 最初で 、翌年 、日本学術会議が 調査や声

明 を発表 して い る 。 な お、日本政府側 の施 策は文

部科学官僚 ・平 田容章 の 解説 （2006 ）が わか り

やす い 。

　口本の 取 り組み は和 泉 （2009 ）に 詳 しい が 、

日本 は米国 よ り広範囲に 研究者の 不祥 事を扱 う傾

向 が 強 い 。例 え ば 、科 学倫 理 検 討委 員会 は 次 の

ll行為 をあげて い る。

表 2 ．研究者の 不正 行為 　日本

  データの ね つ 造

  デー
タの 改ざん（矛盾デー

タの 恣意的削除）

  研究成果やア イデ ア の 盗用、論文の 剽窃

  不適正なオ
ー

サ
ー

シ ッ プ

  個人情報の 不適切な扱 い 、プライバ シ ーの侵害

  研究資金 の 不iE使用

  論文の 多重投稿

  研究成果の 紹介や研究費申請に おけ る過大表現

  研究環境 で の ハ ラ ス メ ン ト

  研 究資金提供者の 圧 力に よる、研究方法や成

　 果 の 変更

  利益相反

1　 3　 日米間の 違 い

日本 と米国 との 違 い を以下に 列記す る。

　・米国で は、 「研究 不止 」
＝「

ね つ 造 ＋ 改 ざん ＋

　 盗 用 」（fabrication，　 falsification，　plagia −

　 rism ：FFP ）で あ る （つ ま り表 2 の   ＋  ＋ 

　 の み ）。一方、冂本で は 研究者 の 不祥事 とい

　 う扱 い で 、   〜   も同 じ レ ベ ル で 扱 う こ とが

　 多 い 。

　
・米国 の ス テ ネ ッ ク （Steneck，2006 ）は 、 「研

　 究不正 」 （つ ま り、ね つ 造 ＋ 改 ざん ＋ 盗用 ）

　 に次 い で 問題視す べ き こ とは 、 「不審な研究

　 行為 」 （Questionable　Research　Practices：

　 QRP ）で あ り、 「発表不正 」
「不正確 」

「バ イ ァ

　 ス 」 の 3点 を指摘 し て い る 。 表 2 の   ＋   ＋

　   ＋   が 該当す る 。米国で は 「研究費 不正 」

　
「利 益相反 」 は別 次元 の 犯罪 ・

問題 で ある 。

　 H本 は、こ の 点、全部 まとめ て 対応 して い る。

　・米国が
「
研究 不正 」 に 1981年に対 応 して か

　 ら25 年 も遅れ て 、日本政府 は 対応 して い る 。

　 こ うい う鈍感 （怠慢 ）な ガ バ ナ ン ス が 日本 に

　 蔓延 して い る 。
シ ス テ ム 上の こ の 欠陥は何な

　 の だ ろ う？ 誰の 責任 なん だ ろ う？

　・LI本政府 は 、米国 の よ うな 「研究 公 正局 」 を

　 設置せ ず、各大学 ・研究所 に 事件 を対処 さ せ

　 て い る。同時 に 、上意下達 方式で 米国 の シ ス

　 テ ム を ア リバ イ 的 に導入 した た め、研究者や

　 学会 の 研究者倫 理に 対す る意識 ・対応 ・行動

　 は とて も貧 弱で あ る 。

　・
凵本 に は い まだ に 「研究者 の 事件 」 の 総合的

　 データが 蓄積 され て い な い
。

2．
「
研究 者の 事件 」 デ

ー
タ ベ

ー
ス

　 日本 は 「研 究者 の 事件 」 の デ ータ が な い の に 、

勘 と都合 で ガ バ ナ ン ス を行 な っ て きた 。 筆者 はデ

ータに 基づ い た ガ バ ナ ン ス をす べ きだ と、 「研究

者 の 事件 」 の 基礎的デー
タ を構築す る こ と に した 。

　読売新 聞 の 記事 データ ベ ー
ス （ヨ ミ ダ ス 歴史館

2011 ）か ら、明 治 ・大 正 ・昭 和 ・平成の 136年間
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（1874 〜 2009 年）の
「研究者 の 事件 」を抽出 し、分

析 した。 「研究者 」 と は 、科学 者、技術 者、技官、

大学教授た ちだが、分野 は理工 農 医薬だ けで な く、

人 文科学 、 芸術 、 体 育な ど文系 も含 めた全分 野で

あ る 。 そ の 結果、 「研 究者 の 事件 」 は 1
，
402 件 あ

っ た 。 年平均で 約 10件 、 毎月 1件 、
こ こ 10年は年

平均で 83 件 、毎 月7件発生 して い た。 これ を多 い

とみ る か 、少な い とみ るか ？

2 ． 1　 1位セ クハ ラ 、 2位研 究費 、 3位改ざん

　直近 23 年間 （1987 〜 2009 年）の件数順 「事件種 」

ラ ン キ ン グ で は、セ クハ ラが 1位 、研究費が 2位、

改 ざん が 3位で あ る（表3）。研究費、アカ ハ ラ は研

究者特有度が とて も高 く、
セ クハ ラ も マ マ 高 い

。

表 3 ．直近 23年間 （1987 〜2009 年）の 「事件種」

　　　ラ ン キ ン グ ：件数順

順

位
柵 件数

割合

（％〉

槲

　有度
1 セ クハ ラ 21820 ．7 017 ．1

£ ・磁
冖

蔚 甑墨　・   感瓢6
3 改ざん 787 ．4 △ 　 4。9

4 わしせ つ 71a7 且 豆

5 澱 535 ．0 △ 　甎 i

6 贈収賄 囎 46 △ 　4，0

7 自殺 3735 a 窰

7 鰤 373 ．5 α 7

9 勲 353 ．3 畿 1

／け ア諏 ン・ラ 、 23　．a ＄ ◎ 7鳳 2
鉚 1， 054loo L5

2． 2　事件 は大学医学部で 多発 して い る

事件 を起 こす研究者 の 所属 セ ク タ
ー

（直近 23年

間）は どん な分布だ ろ う？　 表 4に示 すよ うに 事件

は 大学で 多発 して い た
。 研究者数当た りの 頻度で

も大学が 多 く、特 に 国立大学 に 多発 して い た。

　事件 を起 こ す研 究者 の 分野 は ど こ が 多 い だ ろ

う？　 自然科学 611件（60．2％）、人 文 ・社会 科学

208 件 （20．5 ％ ）、不明 163件 （16．1％ ）、芸術 18件

（L8 ％ ）、体育 10件 （LO ％ 》、事務 3件（0．3％ ）、そ の

他 2件（0 ．2 ％ ）で、自然科学が 半分以 上 を占め 、最

も多か っ た 。

　自然科学の 内訳は 、バ イオ382 件（62．5％ 、全体

の 37．6％）、 バ イ オ以 外の 自然科学210件（34．3 ％
、

全体 の 20 ．7 ％ ）、不 明 19件（3 ．1％ 、全 体の 1．9％ ）

だ っ た。

　バ イオの 中で細分化 する と、医学 251 件〔65．7％ 、

全体の 24．8％）、農学51件（全体の 5．0％）、歯学 21

件 （全体の 2．1％）な どで 、結論 は
「大学医学部 に事

件 が多発 して い る 」。

表 4 ，事件を起 こ す研究者の所属 セ ク タ
ー

：直近

　　 23年間（1987 〜 2009 年）

所属セ ク

　 ター 蠍
霧恰

（萄

驪

数 （人）

頻度（人

／件）

蝉 74273 ．1327 ， 900 翅

蝶 72ag 鵬 2008 ，142

病院（国

公私 立）
494 ．832 蓋

，
2276

，
556

非営利研

獗
艦 4．385 ， 6001 ， 945

2 ． 3　 男性 教授に 多発 して い る

　直近 23 年間 の 国内大学 742 件 の 事件 の 加 害者

（容疑者）の 役職、年齢 、男女別分布 も調 べ た 。年

齢 の ＋ は そ れ以上 とい う意味で 、40 歳代、50 歳

代な ど と「歳代」で 記載され たデ ータ を含む場合で

ある 。

　加害者 （容疑者）の 多い 役職 の 上位 3 つ は、第 1

位 「教授 」が 391件で 全体 に対す る割合 は 52．7％ 、

第 2位 「准教授（助教授）」が 125件で 16．8 ％ 、第 3位
「助教 （助 手）」が 46 件で 6．2 ％ だ っ た

。 年齢 ・性別

の デ
ー

タ は省略す る が 、今 まで の 結果 と合わせ て 、

第 2節 の 結論は 、 「55 ＋ 歳の 男性医学部教授 に事

件が 多発 し て い る 」だ。
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3．　 盗用

3 ． 1　 「盗用 」の 事例 3 件

表 5 ．盗用 の 事例 3件

チ ュ
ートリア ル ー明 治〜平成（136年間）の 研究 者

・技 術 者
・教 授の 事件 と倫理

3　 2　 「盗用 」事件の 2 つ の 特徴

  証 拠が残 る
…又章 を

「盗用 」 し論 文 とすれば 、

　　盗用 され た 元 の 文章 と盗 用 した文 章の 両方

　　が 、明 白な証拠 と して 残 る。著者 （つ ま り実

　　行者）も容易 に 特定 され る 。

  有名に な る と事件 にな る…文 章を 「盗用 」 し、

　　それ を発表すれ ば他人 が知 る 。 同 じ分野 の 研

　　究者 に は 特 に 知 られ る 可能性が 高い の で 、発

　　覚 しや す い
。 ソ コ ソ コ 有名 に な る と、 ます ま

　　す発覚 しやす い 。

　公 式な特徴を 2点 あ げた が 、

「盗用 」事件 を深読

み す る と、別 の 面 が 見えて くる。 「盗用 」 事件 の

一
部 は人間関係 が こ じれ た 結果だ と思わ れ る 。 例

え ば、事例   で は 1995 年の 論文 「盗用 」 が ど う

して 9年後の 2004 年に 問題視 され、新聞記 事に な

っ た の だろ うか ？

　なお 、 盗用
“

行為
”

を して も、発表文章が他人

に 知 られ なけれ ば、盗用
“
事件

”
に な らな い

。 誤

解が な い よ うに 加 え る と、文 章を 自分用の 記録 ・

勉強 ・メ モ の た め に 盗 用
“
行為

”
を し て も ま っ た

く問題 に ならな い 。自分 の モ ノ と して 発表 するか

ら問題 に な る。

3 ． 3　 「研 究者 の 事件デ ータ ベ ース 」 か ら の 分

　析 ：
「盗用」

研究者の 「盗用 」事件 は、 136年 間（1874〜2009

年）で 36件起 こ っ て い る 。 明 治 ・大正時代 に は 1

件、昭 和時代 で 8件、平成前 半に 4件 だ が 、平成

後半（直近 10年間 ； 2000 〜 2009 年）に 23 件（64 ％ ）

が 発生 して い る 。
こ こ 10年間の 流行 の 事件で あ

る。

　直近 10年間（2000 〜2009 年）の
「盗用 」事件 23 事

件中 2件は国 外で 残 りの 21件 が国 内で あ る 。 国 内

21 件 は 全 部大学で 発生 し、13件 （62 ％ ）が 国立 大

学 で 発生 し て い る。国 内 21 件 巾7件（33 ％ 〉が 自然

科学（全部、バ イ オ）で 他の 14件（67％ ）は、人文 ・

社会科学で 発生 して い る。人文 ・社会科学 に 多発

して い る こ とが 「盗用 」事件の 特徴で あ る。

　事件 を起 こす役職 は 教授が最 多で 次 い で准教授

が 多か っ た 。 教授 の 平均 年齢が 57 ＋ 歳 で 、准 教

授 は 45 歳 で 、年齢 に 特徴 は な く、 「盗用 」事件 を
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起 こ しや す い 年齢 は な い と思われ る 。

　直近 10年 間（2000 〜2009 年）の 23 件の 「盗用 」事

件 中22件（99％）は新聞記 事が 4回以 下の 小 事件 で 、

中事件（5記事 以上 19記事 以下）は 1件 、人事件（20

記事数以上）は 0件だ っ た 。

「盗用 」事件は 、 小事件

分散型の 典型で ある。

　直近 10年間「研究者の 事件 」全体の 平均匿名報道

率は 61 ，1％ だ が 、 「盗 用 」事件 で は 23 事件 中 lI件

（48％）が 実名、 12件（52 ％）が 匿名で 、匿名率52％

は平均 よ り少 し低 い 。

　直近 10年閊（2000 〜2009年）の 国内21事件で は、

16件が 処分さ れ、処分率 は 76 ％ と高い 。無処分 5

件 の うち、2件 は 「盗用 」で は な い と反 論、2件が

謝罪、1件 が退職 で あ る。処分 は 「4懲戒 3注意 」ラ

ン ク の 軽 い 方か ら2番目の
「
厳重注 意 」か ら最 も重

い
「懲戒免職 」まで バ ラ バ ラ で ある。無処分 も含 め

る と、 処分 す る大学側 に 適切 な判断デ ータが な い

た め に 法 の 下の 公 平性 に 欠 け る 印象 を 受 け る。

　裁判 は 1件 で 、慰謝料 150 万 円 の 支払 い が 命 じ

られ た。罰金 は 「刑 罰 7段 階 」の 重 い 方 か ら4番 目

で あ る 。 なお、 「盗用 」に 関す る法律は
、 私文書偽

造行使等の 罪（刑法 159条）、著作権法 で ある。

3． 4　 文部科学省の 規則 ： 「盗用 」

科学研究 に お ける
「盗用 」の 文部科学省 の ガ イ ド

ラ イ ン （文部科学省 ・研究 活動の 不正 行為 に 関 す

る特別委員会 、
2006 ）は表 6 の 通 りで ある 。

表 6 ．文部科学省の
「盗用 」の定義

3　 5　 著作権 法 と無断引用

「著作権法 」は 特定の 条件下で無 断引用 を認めて

い る 。 表6の 下線部 「適 切 な表示 」 は 引 用 の こ と

で 、引用 しなければ 「盗用 」 とい う こ とだ。

　 著作権法 　第32条（引用 ） 公表 された著作物

　 は、G］．ttLIL　C．IE9．［Hす る こ とが で き る 。 こ の 場

　 合 に お い て 、そ の 引用 は 、公 正 な慣行 に 合致

　 する も の で あ り、か つ 、報 道、批評、研窒 そ

　 の 他 の BLEIIQE．1；SLL；fi：｝：i2　 　 で行 な わ れ

　 る も の で な ければな らな い 。

　しか し、「引用 」
「転載 」に は微妙 な部分が あ る。

著作権に詳 し い 弁護士 の 解説本（北村行夫、雪丸

真吾編、2005 年）が 参考 に な る。多 くの 人 が誤解

しや す い 点 を筆者が加 筆 ・要約 ・引用 す る と以下

の よ うだ。

・「転載 と引用 」
……転載が認 め られ る の は官公

庁が 国民
一

般 に広 く伝 え るた め の 法律、資料、

報 告書 な ど と新聞 ・雑誌の ニ ュ
ー

ス で あ る 。

た だ、著作権者が
「転載禁止 」 と表示 して い れ

ば転載で きな い 。なお 、「転載禁止 」の 表示 が

あ る著作物で も、引用 の 基 本的 ル
ー

ル を守 れ

ば 、研究の た め の 引用 を無断で行 な っ て も違

法 で はな い
。

・「引用で の 主従 関係 」
……主従関係は 、量の 多

い 少な い で は な く、引用 する書 き手側が 「主 」

で 、引用 され る著作物が
「従 」で あ る 。 研究 や

評論で 引用 して 使 う著作物は す べ て 「従 」に な

る。そ の 場合、引用 に必 要最低限な量で あれ

ば、引用 す る量が多 く、引用す る書 き手の コ

メ ン トが 少な くて も問題 はない 。

・「
デ

ー
タ とグ ラ フ 」

……著作権で は、デ
ー

タや

線 グラ フ
・棒 グラ フ は 創作性が ない の で 、著

作物で は な い
。 と い うこ とは、勝 手に使用 し

て も著作権侵害に は な らな い 。 しか し、学術

界で は ル
ー

ル 違反 で あ る 。 研究 論文で は 通常 、

出所 を示 す。そ の 理 由は 、データ の 産 出者や

第一発見 ・発明者 を称 え る た め 、責任研究者

を明示す る た め 、読者が 原著論文に あたれ る

　と い う学術 ヒの 習慣 と要請か らき て い る 。
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チ ュ
ートリア ル

ー
明治〜’F成（136年間）の 研究者

・
技術者

・
教授の 事件と倫理

　さて 、文章 ・図表 を どの 程度 「流用 す る 」 と
「盗

用 」な の か ？　 こ の 基準 は文部科学省 も著作権法

も具体的 に 示 して い な い
。

　米 国 の バ イ オ 系学術論文 の 著作権 に 詳 し い ナ レ

ッ ジ ワ イ ヤ 社 の 記 述 を以 下 に 引用 し よ う（伊 藤

2008）。米国 に は 日本の 著作権法 で 示 され て い る

引用規定 は な く、妥 当性 （フ ェ ア ユ ース ）で 判断 さ

れ る。量的な指針は 以 下 の ようだ。

フ ェ ア ユ ース の
一

番大 きなポ イ ン トは 経 済的

な利 益 を 損な うか ど うか で あ る と され て い ま

す が 、AMA （American 　MedicaI 　 Association）

の Manual 　 of 　Style（1997 年 版）で は 、文 章

（text）の 場合 は 分量 的な基 準は な い 、 と して い

ます 。 Chicago　Style　of 　Manua1 （2003 年版）で

は 2、3の 連続 する パ ラ グ ラ フ を超 え ない こ と、

と して い ます 。
International　 Association 　 of

Scientific，　 Technical＆ Medical 　 Publishers

と い う国際的な 医学 ・理 工 学系学術出版社の

団体が Permi ．gsion 　Guideline として 出 して い

る もの もあ ります。ただ し、 こ れ は 出版社 同

士 で 利用 す る際の ガ イ ドライ ン とい っ た 色彩

が強 い もの で す。 こ こ で は 、雑誌論文な ら、3

つ 以 上の 図表、400 語未 満の 一連の 文章の 利用、

また は全体で 800語未満の 文章の 利用 、まで は

無 償 で 許 諾 を 与 え る と して い ま す （STM

pcrmission　guidlines， 2003 　rcvision ）。

4 ．ね つ 造 ・改 ざん

4 ， 1　 厂ね つ 造 ・改ざん i の 事例 2 件

表 7 ， 「ね つ 造 ・改 ざん 」 の 事例 2件

  　香川 医大 の 新薬汚 職 　容疑 者が 副 作用 隠

　し／高松地 検　（1994 ．ll．12）： 読売新 聞

　香川医科大 （香 川県三 木町）の 新薬 臨床試験 を

め ぐる汚職事件 で 、高松地検 は 1994 年 Il月 12

日 、 試験デー
タ の 改ざん の 疑 い も持た れて い た

同大助 手 （36X 収賄 で 逮 捕済 み）が 、 患者数 人 か

ら頭痛 な どの 訴 えが あ っ た の に 、厚生省 に提 出

す る調査表 の 副作用 記載欄 に は何 も記入せ ず、
』
1　 が なか っ た よ

’
に Ot

っ て い た こ と を突 き

止め た。

　同地 検は試験 を依頼 した且杢グ立 久∠（本社 ・

東京）の 臨床開発課長 （41 ）ら 2 人（贈賄容疑で 逮

捕済み）と相談 の うえ 、 「問題な し」 と す る調 査表

を作成 した とみ て 追及 して い る 。

　調べ に よる と、助手は患
’
の tt意 を

t

　 に 3年

か ら5年 に か けて 血圧 降下剤 「
ラ シ ジピ ン 」の 臨

床試験 17件 を実施 したが 、数人 は投薬直後か ら

神経性 の まひや頭痛 を訴え た とい う。助 手は カ

ル テ に そ の 症状 を記載 した が 、厚生 省 に 対す る

調査表に は問題点 な ど は 指摘せ ずに 提 出 、 昆返

　に 原 高
し
ミ　 で 170

‘
の

≡

　 を受 け取 っ た。

  阪大医 改ざん デ
ー

タ で 論文 、 大 阪大 チ
ー

ム

　が米医 学誌に発表　（2005 ．05，19＞：読売新聞

　大 阪大 大 学院 医学 系研 究 科 の 研 究 チ ー ム が

2004 年 10 月 に 米 医学誌 「
ネイ チ ャ

ー
メ デ ィ シ

ン 」 に 発表 した 基礎 研究 の 論 文が 、 不正 な デ ー

タに 基づ く内容 だ っ た こ とが 2005 年 5月 18F1 、

1月らか に な っ た 。

研 究 の 実質 的な担当者だ っ た 医学部 の 学生 が 、

大学側 の 調査 に 対 しデ ータ の 改 ざん を認め た と

い う。

　
’

，　
−

r・・ 　 た ノ ー ト　
’
　 1の マ 　 ス

つ か ら　　 　　 、　 そ の 　 の が ね つ
Yl ：

だ っ た 口

能性 も出て お り、同研究科 は 遠 山正彌 ・研究科

長 を委員長 とす る調査委員会を設け、事実関係

の 解明 に乗 り出 した 。 担 当教授 はすで に 同誌に

論文取 り ドげを 申 し入 れ 、承諾 され た。

　 A 教 授（内分 泌 代謝学）、
B 教授（発 生工 学）ら

14人 の 共 同研 究で 、第 筆 者 は 医学部 の 学 生。

2004 年 10 月 17 日付 の
「ネ イ チ ャ

ーメ デ ィ シ ン 」

電子版 に 発表 さ れ た ，
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4 ． 2　 「
研 究者の 事件デ

ー
タ ベ ー

ス 」か ら の 分

　析 ： 「ね つ 造 ・改ざん 」

研 究者 の 「ね つ 造 ・改 ざん 」事件 は 、 136 年間

（1874 〜 2009 年）で 104作報道 さ れ て い る
。 明治 ・

大正 時代 に 0件、昭 和時代 に 5件 （5％ ）、平成 前半

に 11件（ll％ ）だが 、平成後半（直近 10年間 ： 2000

〜 2009年）に 88件 （85％）と、こ こ 10年間の 流行の

事件で あ る。

　直近 10年 間（2000 〜2009 年 ）の 「ね つ 造 ・改 ざ

ん 」の 88 事件の うち 1件 は 韓国 フ ァ ン
・

ウ ソ ク の

「ね っ 造」事件（2005年）で 以下 の 解析 か ら除 く。 国

内87 件 の うち 、
18 件（21 ％）が 大学、48 件 （55 ％｝

が企業、 13件（15％）が 病院、8件（9％〉が その 他で

発 生 し て い る 。国 内 87 件 の 分 野 で は 、 29 件

（33 ％ ）が バ イオ、 54件（62％ ）が バ イ オ以外の 自然

科学、3件（3％ ）が 人文 ・社会科学で 発生 して い る。

　「ね っ 造 ・改ざん 」事件の 特微は、電力会社や役

所の 水道局 ・環境局 に 多発 して い る こ とだ。こ れ

ら の 事件が 、バ イオ 以 外の 自然科学 で の 頻度 を

62 ％ の 高 さ に 押 し上 げて い る原 因で ある。住 民

に と っ て 危険な環境基準 を超 え るデータを そ の ま

ま報告す る と自分 も相手 も困 るだ ろ うと、職場 ぐ

る み で 長 い 間 「改 ざん 」を行 な っ て きた の で あ る 。

電 力 会 社 を例 に と る と、 2007 年 の 記 事 で は 、

1，069か 所の 水力 発電所の 9割以上 （1，002か所）の

発電所で デー
タを 「改 ざん 」 して い て 、電力各社 の

「改 ざん 」数 は 10，646 件 も あ っ た 。 「改 ざん 」 は

“
悪 い

”
こ と と い う認識 は な く、通常の 業務 だ っ

た の だ 。

　なお 、 大学 で も多発 して い て、 2006 年 の 日本

学術会議 の 調査 に よ る と、全 国 55大学 の 研 究者

が不正行為を して い た
。

4 ， 3　文部科学省の 規則 ： 「ね っ 造 ・改ざん」

　文部科学省 の ガ イ ドライ ン （文部科学省 ・研究

活動の不正行為 に関する特別委員会、2006 ）は以

下の 通 りで あ る （表8）。

表 8　 文部科学省の 「ね つ 造 ・改ざん 」 の 定義

4 ， 4　 「ねつ 造 ・改 ざん 」の 難 しさ

4 ． 4 ． 1　 「ね っ 造 ・改ざん 」は本人が 「
ひそ か

　に」する行為

バ イオ研究で は チ
ーム で 研究 を進 め るが

、 デ
ー

タ をだ す人 は 通常 1人 （学部生 ・院生 ・ボ ス ドクが

多 い ）で あ る。証拠 は研究 記録 しか な い が 、研究

過程を記録 しな い 、保存 しな い 人 は多数 い る。現

代 で は 、データをパ ソ コ ン に 電子 的に保 存す る。

デ ータを あ る程度きれ い に ま とめ、間違 い を訂正

し、教授 に 研究報告す る と、多 くの 場合 、問題 点

が指摘 され、修正 ・再考 ・再研究 が課 され る。こ

の 過程 を経 て研究デ
ー

タ は 確立す るが 、
パ ソ コ ン

内の デ ータ を勝手 に修正 （改 ざん ）す る の は 技術的

に容易 で あ る。データ確 立後 は 、勝手 に修正 で き

な い よ うに 管理 すべ きで あ る。な お、データ確立

まで、学会や外部 の 研究仲 間の 批判や 評価 に さ ら

され る機会は ま っ た くな い 。

4 ． 4 ． 2 　新発 見に は 「ね つ 造 ・改 ざん 」が伴

　 う

　科学研究で の
“
真実

”
は どの ように 発見 されて

い くの か ？　 グリ ン ネ ル （2009 ）の 説明 を借 りる と

以下の ように な る。

　まず 、

「研究者 は 自分 が 知 っ て い る こ と しか 発

見 で きな い 」。つ ま り、研究者 は、まず
“

真 実
”

は こ うだろ うと想像 し
「最初 は曖 昧な仮説 」を立て

る と こ ろか ら始め る 。 つ ま りこ の 段階で は 「ね つ

造 」で あ る。そ して 、人間が未知 の こ とを理解す

る の は 、
バ トリ ッ ク ・ヒ ーラ ン が 「科学 の ラセ ン
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チ ュ
ートリア ル ー明 治〜平 成 （136年 間 ）の 研 究 者 ・技術者 ・教 授 の 事件 と倫理

的解釈 」説で 述 べ て い る よ うに 、　 「最初 は曖 昧な

仮説 （ね っ 造）→ 試す → 都合の い い 部分を残 し、

不都合 な部分 を変 え る ・拡大 ・分化（つ ま り「改ざ

ん 」）→ 試 す、の ラセ ン 的上 昇で
「知 」が 生 産 され

る」の であ る 。 発見の プ ロ セ ス が こ の よ うだか ら、

発見 に は ある種 の 「ねつ 造 ・改 ざん 」作業が 必然な

の で あ る 。

「
ね つ 造 ・改 ざん 」 を過剰 に規制 す る

と科学研究 を損 う恐れ が あ る。

5 ．
「
研 究者の 事件 」 で の マ ス メ デ ィ ア の 問題

報道 刑

　
「研究者 の 事件 」 を研究 して い る と、 マ ス メ デ

ィ ア に 問題 が 多 い と感 じる 。 1 点 だ け指摘す る 。

　元 日本経済新 聞論説 主 幹で 作家 の 水 木楊 （み ず

き ・よ う、1937年〜〉は 、メ デ ィ ア に報道 され る

こ とで 下され るペ ナ ル テ ィ を、メデ ィ アが執行す

る刑 罰 とみな して
「

報道 刑 」 と呼び 、以下の よ うに

批判 して い る（水木　2010 ）。

もう20年以 上前 の こ とに な りますが 、 「ジ ール

ス 国脱 出記 」（新 潮社 刊）と い う長編小 説 を 書い

た こ と が あ ります。 リク ル ー ト事件が 表 ざた

に な っ た 頃 で した
． （中略）

　そ の 小説 の 中で 登場 させ た 刑 が 「報道刑 」 と

い う刑罰 で す。法律 ヒの 刑 は 、裁判で 罪が 確

定 した段 階で 執行 され ます が 、 こ の ジ
ー

ル ス

国 と い う社会 で は 、その 前 に報 道刑 と い うの

が あ る 。

　疑 惑 を持 た れ た段 階で マ ス コ ミ は あ れ こ れ

書 き立 て る。検 察 は 捜査 の 進行ぶ りを どん ど

ん 公 開 し て 報道を加 速 さ せ る。法律 に 関係 な

く、大衆が 投票 に よっ て 「有罪 」 と認定 する と、

被疑者 は透明 の ガ ラ ス に覆 わ れ た 車に乗せ ら

れ、さ ら し者 に されて 、銀座通 りを運 ばれ て

い く。

　そ の 両側 に 並 ん だ大衆 は 、怒声 や嘲笑 を浴

びせ か け 、 トマ トとか 卵 をぶ つ けて報 道刑 を

執行す る
一一

とまあ、 こ ん な具合で す 。 （中略）

　新聞 や テ レ ビ は 、影響 力 と い う強大 な権 力

を持 っ て い ます 。強大 な権力 を有す る者ほ ど、

報道 され る側 に ときに は 立 っ て 物 事 を考 え る

バ ラ ン ス 感覚も必 要な はずで す。

6 ．　 「研究者の 事件」はなぜ起 こ るか ？

拙 著で は研究 者が 事件 を起 こ す 理 由を 7 っ （ 

〜   ）あげた が 、こ こ で は 3つ 挙 げる。

 
「
トク ・快楽 」

……自分が カ ネ ・モ ノ ・地 位な

　 どで 「 トク 」を した り、 「快楽 」が得 られ るか ら、

　 違反 と知 りなが ら問題 行為 をす る。こ の 場合、

　発覚す る と
「
損 」

「不快 」 に な る の で 、発 覚 しな

　 い よ うに 行 な う。ほ と ん ど の
「研究者 の 事件 」

　 は こ の ジ ャ ン ル で あ る 。 対策 ： 不 止を す る と

　 必ず発覚 す る仕組 み、必ず 「損 」
「不快 」 に な る

　 シ ス テ ム を作 る 。 犯罪 は割 に合 わ な い シ ス テ

　 ム を作 る。

 
「
狂気 」

・…・・「悪 い 」 こ と 「発覚す る」 こ と
「
割

　 に合 わ ない 」 こ とだ と知 っ て い て も自己抑制が

　 きかず 、

「悪 い 」 こ とをす る 。

「研究者の 事件 」

　 で は 少な い と思わ れ る が 、　 般 的犯罪 で は ソ

　 コ ソ コ あ る だ ろ う。

 
「
研 究者 特殊観 」

……Goodstein （2010 ）や

　 Hochhauser （2010 ）が 指摘 した よ うに 、偉

　 い 研 究者の
一部 は、普通 の 人 と違 い 、別格 で

　社会 的に 偉 く、「全知 全能 」で 「悪 い 」 こ とを し

　 て も「処罰 され な い 」 と 自己 中心 的に 思 い 込 ん

　 で い る 。 仲 間 ・部下 ・周 辺 ・大学 もそ の 状況

　を保持す る方向に 言動 す る。

　 　例 えば、臨床医学 の 教授 は 医局 の 数 卜人 の

　 医師 の トッ プ で 、手術室で は 患者 の 生 命 を掌

　握 す る神 の よ うな存在 で 、患 者 は ひ れ 伏 し、

　専 門分野 に 関 して は 全知全能 の ように ふ る ま

　う。英語で
“
God 　complex

”

と呼ぶ （うま い

　 日本語訳 は ない が こ こ で は
“
神格化

”
と訳 そ

　 う）。研究者だか らとい っ て
「悪 い 」 こ とを して

　 も許 され る こ と は な い が 、 コ マ ッ タ こ と に
、
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有名 ・高 い 地位 に なれ ば な る ほ ど こ の 性 向が

強 くな る 。
こ の タ イ プ の 研究者 は

、 賢 く優れ

て い て 、名声 と権力 を もち や す い 。規則 ・規

範 を無視 し た り、 自分 に 都 合 の よ い よ うに 解

釈 す る 。 筆者は こ の こ とが 、
「55 ＋歳 の 男 性

医学部教授 に事件が多発 し て い る 」理由の 1つ

だ と推察 して い る。

7 ．どうすべ きか ？

　大学 は 学生 ・院生 の 教育 プ ロ グラ ム を整備 し、

研究者倫理 を カ リキ ュ ラ ム に組 み込 む
。 学会 は学

会員に 対 し研究者倫理 の研修会 を設 け るだ け で な

く、そ の 専門領域の 現場 の 研究者が 満足で きる研

究者倫理 の 具体的基準を細か く提示 す る こ とが重

要で あ る。例 えば、凵本建築学会は 教材を作成 し

て い る（日本建築学会　 2009）。

　以 上は 、 通常言われて い る こ とだ 。 筆者 は 、 さ

らに、ガ バ ナ ン ス と して 以下 の 3組織 の 創設 ・発

展 を提案 した い 。

　イ）政府に科学公正委 員会を設 け る 。

　 ロ ）各大学の 理系学部 に科学文化学研究室を設

　　け る。

　 ハ ） 科学者 の 事件 をチ ェ ッ クす る民間 の NPO

　　法 人 を育成 し、国が 財政 的支援す る 。 米国科

　　学振興協会 （American 　Association　for　the

　　Advancement 　of　Science；AAAS ）の よ うな

　　組織 を想定 して い る 。

　 こ こ で は 、以下 に （イ） （m ） を説明す る 。

7 ， 1　 政府 に科学公 正 委員 会

研究不正 に 詳 し い 淑徳大 学 の 山崎茂明（2002 ）

は、政府行政機関 の 中に 米国 の 研究公 正局（ORI ）

と同 じ組織 を設け る べ きだ と提 案 して い る 。 筆者

も賛成だ 。 さ らに新 た な機能 を加 え
「
科学公 正委

員 会 」（通 称 、 科 学 CIA 、　 Science　 Central

Integrity　Agency ）とす る こ とを提言 した い
。 仕事

は 以下 の 4機能（  〜   ）だ。

  「科学技術 関連 の 事件 」に 関 する相談 窓ロ （ホ ッ

トライ ン ）を設 け、告発受理 、調 査 、処 分を 行な

う 。

　 日本で は 各大学 に 研 究不正 を対処 さ せ て い る

が 、 米国の研究公 正局 と同 じ よ うに科学公正委員

会が ．・元管理 する。

　米国の 研究公 正局 と異な る第 1 点は 、「ね つ 造」

「改 ざん 」
「盗用 」 と限 らず、 「研究者の 事件 」 す べ

て を扱 う，第 2 点は 、「研究者 」 と限定せ ず、日本

の 科学技術が らみ の 公 正性 の す べ て を扱 う。 以下

に 事件の い くつ か 例示す るが 、産業界か ら官界 ま

で の あち こ ちで 科学技術関連 の
「
事件 」が 噴出 して

い る 。 政 府 と して も シ ッ カ リ と した対応機関が必

要 で ある。

　 ・食品偽装、産 地偽装 （改 ざん）

　
・原子炉 事故隠 し （改 ざん）

　 ・自動車や電気製品の 欠陥隠 し （改 ざん）

　 ・医薬 品 、 医療技術 、 遺伝子組み換え食品 の安

　　全性、牛肉問題 …米国で 安全 な医薬 ・医療技

　　術 ・食品が ど うして 日本で 危 険なの か ？　 科

　　学技術 の 問題 を農業 ・外交 ・政治問題 に す り

　　替 えて い る。

　 ・官僚 ・政 府委員の 倫理 問題 …「
公 募研究審査

　　 で 厚労省 が 「手心 」、外部 評価委 員 に 加 点依

　　頼」（2009年 3月 19日　読売新聞）。 「看護師国

　　家試験で 問題漏洩　厚 労省、試験委員 を免職

　　処分 」（2009年3月26口　朝 日新聞）

 
「科学技術が らみ の公 正性」の研究、教育、研究

　 費支援 、 研修 会 、 ガ イ ドラ イン の 作成

　説 明省略

  科学技術関連 の社会秩序を構築 ・維持 ・管理

　 説明省略

 
「
研究 者の 事件デ

ー
タ ベ ー

ス 」の 構築 と部分 的情

　 報公開

　筆者の 「研究者 の 事件 データ ベ ース 」を
一

層充実

させ た データベ ース を構築 し、各大学 ・研究機関

か ら教員 ・研究者 の 過去の 処分歴 ・犯罪歴に つ い

て
、 所 定の 手続 きを経た 問 い 合 わ せ に 回答す る 。

例 えば、大学 ・研究機関が教員 ・研究者を採用す
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チ ュ
ート リ ア ル

ー
明治〜平成（136年間）の 研究者 ・技術者 ・教授の 事件 と倫理

る と き、府省が大学教授を政府委員に 任命 す る と

き、内閣府賞勲局 が研究者 ・大学教授 に 勲章や褒

章を 与 え る選 考の とき、公 正 性の チ ェ ッ クに使用

す る。

　大学 ・研究機関が 事件 を所属研究者を処分す る

シ ス テ ム が 継続中な ら 、 処分 の 軽重 を判断で き る

情報 を大学 ・研究機関 に提供す る。人学 ・研究機

関だ け で な く、警察や裁判所 に も刑罰 の 軽重 を判

断 で き る情報を提供 す る 。

7 ． 2　各大学に科学文化学研究室

　政府行政機関の 中に 「科学公 正委員会 」を設 ける

と権限が強 大 にな る 。 政 府機関外に類似機能 を も

つ 小 さな組織 を多数設 ける。具体的 に は 各大学理

系学部 に科学文化学研究室 を設 け、政府機関 と相

互 の協 力、ある い は 批判や緊張 を は か る。大学 だ

け で は政 府 に 負 け て し ま うの で 、ハ ） の NPO 法

人 の 活動 も促進す る。

　科学 文化学研 究室 の 業務 は 以 下 の 4機 能（  〜

  ）だ 。

  第 1 の 機能 ： 研究倫理官を担 う

　科学文化 学研 究室 の 教 員が 、研究 者倫理 の 研

究 ・教 育 ・社会貢献 を しつ つ 、そ の 大学の 研究倫

理 官 を担 う。米 国で は 、2005 年、各大学 ・研究

機 関 に 1 名以 上 の 研 究公 正官 （Research 　 Inte

grity　Officer： RIO、　 http：／／ori ．hhs．gov／rio／｝の 設

置が 義務づ け られ た 。
2011 年現在の 日本は、研

究公正官の 設置の 動 き は ない が 、い ずれ 必要だ ろ

う。

  第 2 の機能 ： 科学文化学研究室の 教員が現在 の

　 メデ ィ ア が 担 っ て い る 科学技術広報の 大半を担

　 う

　科学技術報道 が 商業主 義 の 支配 下 に 置か れ、視

聴 率や売 り上 げ数 をあ げるた め に 科学技術報道が

扇情 的に 扱われ る と、学術界は ゆが む。こ の 現状

を大幅 に 改善 した い 。そ こ で 、現在、新聞、雑誌、

テ レ ビ
、 ラ ジ オ で 報道 して い る科学技術報道 の 大

’
トを大 学教員が 担当 す る。本来、大 学教員 は 自分

の 研究成果 を人 に伝 える義務が ある。伝 え る柑手

は研究 者仲間で あ っ たが 、
一般大衆を加 え る。大

学教員 自身が ウ ェ ブサ イ トや ツ イ ッ タ
ー

で 科学技

術 を伝 え て も よ い し、 コ ン テ ン ツ を マ ス メ デ ィ ア

に 送付 しマ ス メ デ ィ アを通 して 発表 して もよ い 。

もちろん 、現在そ の 業界で働 い て い る ライ タ
ー

を 、

移行期 に 大 学教員に 採用 して もよ い
。

  第 3 の 機 能 ； 科 学技術 関連 の 政 治 ・経済 ・外

　交 ・法律 ・社会問題 を担う

　自分 の 科学技術専 門分 野 に 関 し て 、政 治 ・経

済 ・外交 ・法律 ・社会問題 が らみ の 事例に 随時対

処 す る。政府や 国民 に対 して 、政策や 指針の 提言

発表、危 険情報の 収集 と警告の 発信 な どの科学技

術 マ ネ
ー

ジ メ ン トをす る 。

  第 4 の 機能 ： マ ス メ デ ィ ア情報の チ ェ ッ ク ・規

　制を担 う

　科学技術 に 関 し て 、科学記者が 啓蒙的な記事 を

書 くが 、科学記者 は科学技術 の 専門家で は な い
。

とき に は 間違 っ た記事を吉 くし、偏 っ た価値観 の

記事 も書 く。 「研究者の 事件」記事で は 、マ ス メ デ

ィ ア が 暴走 し 、 科学研究（者）を破壊 し 、 国民に混

乱を もた らすケ ース も見受 けられ る 。そ こ で 、科

学技術側 の 専門家が マ ス メ ディ ア上 の 科学 の 専門

的記述 を チ ェ ッ クす る 。 チ ェ ッ クす る こ とで 情報

の 質 も向上 す る。

　なお、映画、 マ ン ガ 、ゲーム 、イ ン タ
ー

ネ ッ ト

な どに 埋 め込 まれ た 歪曲 した 科学技術情報や価値

観の 修正活動 もす る 。 国民 を混 乱 させ る意 図 ・悪

意 ・狂気 を込め た科学技術情報や価値観の 修 正活

動す る 。
こ れ らは 、 科学技術の 専門家 しか 、 真偽

をチ ェ ッ クで きない 。

7 ． 3　 西洋的価値観 か ら東洋的価値観 へ

　米 国 は 1980 年代 初頭 か ら研 究不正 に 取 り組み 、

政 府機関 と して 研究 公 正 局 を設立 した 。 しか し、

そ の 後 もた くさん の 研究 不正 事件 が 発生 して い

る。どうして なの か ？　 研究公正局の クリス ・パ

ス カ ル （Chris　 B．　 Pasca1）局長が 2007 年 1月 13 日 に

早 稲田大学で 講演 した 。 筆者は休憩時間に彼 を捕

まえ て 、 「米 国は い ろ い ろ努 力を して い る よ うだ
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けど、現実 に は、米国の 研究不正 は減 らな い で は

な い か 。 ど う思 う？」 と質 問した 。
パ ス カ ル 局長

は お どけて 、「研究公正局 は 要 らない っ て こ と？ 」

と答え た 。

図 丁．ス テ ネ ッ ク（左）と筆者 （右）

早稲田大学　2009 年2月3日

　研究公 正局 の顧 問で 、 米国の 研究不正の 権威 ・

ス テネ ッ ク（N ．H ．　 Steneck、 ミ シ ガ ン 大学 ・名誉

教授）が 、
2009 年2月 に 早稲田大 学 で 講演 した と

き も質 問 した 、「米国 は 、米国 の 価値観で 研究不

正 に 対処 して きた が 、研究 不正 は減 っ て い な い
。

不幸 な研究 者 と無用 な ス トレ ス が 高 ま っ て い る。

日本的 な価値観を導入 した ら研究不正 は も っ と減

る の で は な い か ？ 」 と。

　ス テネ ッ クは次 の よ うに答え た 。

　「非常 に 重要 な指摘 で あ る。た だ、私た ち もア

ジ ア の 国の 価値観 と研究者の あ り方 に 関心 を持 っ

て 勉強 し、そ の 制度を何度も検討 し た。ア ジ ア の

国の 研究 不正 （ね つ 造 ・改 ざん ・盗用 ｝も研 究 し

た。 と こ ろが 、ア ジア の 国が 米国 より研究不正 が

少な い とい うデ
ー

タ を も っ て い な い 。 と い うか 、

アジ ア の 国で どの ような研究不正が どれだ け起 こ

っ て い る の か と い う正 確な デ
ー

タが な い 。で は、

アジ ア で 育 ち、大学 ・大学院 まで 教育を受 けて か

ら米国に渡 り、 米 国で研究 して い るアジア系研 究

者は研究不正の 頻度が 低 い か とい うと、私た ちの

デー
タ は そ うい う傾向 を示 して い な い

。 日本 的な

価値観や東洋的な価 値観、 「徳 」や 「善 」が研究不正

の 減少に有効だ とい うな ら 、 あ な たが デ
ー

タを示

して ほ しい 」 と。

　確 か に 米国で は研究者倫理 に 関す る デ
ー

タが豊

富 に ある が 、日本 に 、そ うい うデータ が ほ とん ど

な い
。 自分で 言 うの もお こ が ま し い が 、 筆者 の 構

築 した 「研究者 の 事件 データ ベ ース 」は 凵本 に は今

まで ま っ た くなか っ た 。

7． 4　 「研究道」段位 の導入

　体系的研究結果で は な く、筆者個人 の ア イデ ア

の レ ベ ル に な っ て し ま うが
、 例 えば

、 研究者の 評

価 に 、東洋思 想の 「徳 」
「善 」を加 味 した倫理 的振 る

舞 い ・規範的振 る舞 い を評価 に加え た 「研究道 」の

段位 を授与す る こ とを提案する。現在 ご く少数の

研 究者 に 授与 され る
「○○賞 」で は な く、博士号取

得後、大学や 研究所の職 位とは別に、 「研究道」の

段 位を全研究者 に授与す るのだ。つ まり、博士 号

取得後 、 研究道 の 初段 、 2段 、 3段 、

……と 10段

まで 段位 を設 け、授与す る。

　研究者は、自分の 研究道段位 を上 げて い く こ と

で 、研究人生 を全 うす る 。 優れ た 研究成果 を た く

さん 出す と同 時に 、研究者人生 を倫理 的 ・人間的

な成長 に 精進 させ る仕組み を作 る の だ。

8 ．おわりに

2007 年 12 月の 内閣府 の 調査 に よ る と、国民 の

50 ．2 ％ は 「遺伝子組 み 換 え 食品や原 子力発 電 の

発展 」 に不安 を感 じて い る
．

2011 年 3月 、 福島原

発 に大 事故が 発生 し、数か 月経つ い ま で も収拾が

っ か ず、多 くの 国民が被害を うけて い る。従 っ て、

現在、内閣府が 同 じ調査 をすれ ば、不安 に感 じる

数値は もっ とず っ と大 きい だろ う。

　科学技術の 発展 に対 して 国民が不安 を感 じ て い

る状況なの に 、さ らに加 えて、研究者は 「論文盗

用 」
「デー

タ ね つ 造 ・改 ざん 」 な ど の 研究不正 、

さらに は 「研究費不正 」
「セ クハ ラ」 な どの 事件

を起 こ し、 ます ます信頼を傷つ け て い る 。
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チュ
ート リア ル

ー
明治〜 

ド成（136年間）の 研究者 ・技術者 ・教授の 事件 と倫理

　研究で 大事 な こ とは、　
・
般 的に 「優れ た研究成

果」 を出す こ とだ と思われて い る。つ ま り、独創

的 で 社会に役立 つ 研究成果 あ る い は学術 的にイ ン

パ ク トが あ る研究成果 を出す こ とだ。 しか し、い

くら 「優れ た研究成果 」 で あ っ て も、 「信頼 」 が

失われ れ ば、成 果はゼ ロ に 等 しい 。研究成果 は 無

視され 、研究費 は 無駄 に な り、研 究者の 努 力 も無

駄 に な る、現在 、科学技術 と科学者 ・技術者、研

究界が tu：間か ら 「信頼 」 を失 い つ つ あ り、研究界

が ジ ワジワ破壊 されて い る。一般的 に 、一度失 っ

た信頼 を回復す る の は きわ め て 難 しい 。

　20 世紀 は 「科学技術 の 時代 」で あ っ た が 、21 世

紀 は どん な時代 に な る の だ ろ うか ？　 21世紀 の

重要 人物 に 、科学技術者が リス トされ な い と思 う

の は著者だ けだ ろ うか ？
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